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人と意見 

本年をふりかえって！ 
岡山県農林部畜産課長  出 口 孝 吉 

 

 本年は世紀の祭典、東京オリンピックが開催され

た年であり、本県にとっては三木知事が急逝される

という全く思いもよらぬ痛恨事があったが、畜産関

係にとっても問題の多い年であった。昨年からの和

牛の価格低落、低乳価に加えて、農村労力が他産業

に流出してゆくので、家畜を手離す傾向が強くなり、

乳和牛の頭数は横ばいないし減少を示している状況

である。また鶏は 37、８年の好況に刺激されて、38

年秋びなの餌付けが異常に増加したために、本年７

月以来卵価は長期間にわたって低迷を続けていると

いうように、成長産業の花形といわれている畜産が

幾多の難問題に逢着しているのである。 

 このような情勢下ではあったが、本年 10月にはニ

ュージーランドより優秀血統のジャージー牛98頭が、

地元酪農民の熱意によって蒜山の地に導入された。

今後本洋におけるジャージー改良の基地として大い

に発展することを期待している。それと前後して岡

山のジャージーが海を渡ってカンボジアに輸出され

たことも明るいニュースであった。 

 酪農界においては、事業連設立構想に端を発して

県落連分裂問題がおこったが、一応無事解決したの

は幸いであった。団体は生産のみならず流通部門に

おいて重要な役割を果たすものであるから、農民の

利益のために前向きの事業を取り入れて推進して欲

しいものである。 

 生乳流通面では、生乳による学校給食が年間給食

となり順調に伸長したが、本年は特に学校の高温殺

菌設備も設置されて、学童には牛乳をより安く、生

産者にはできるだけ乳価を還元して酪農振興の実を

あげている。今後は工場、団地等の集団飲用を大い

に推進したいものである。 

 和牛については牛価の低落のため頭数の減少を来

たしたが、本年後半は価格ももち直して来た。和牛

の対策としては、和牛センターのほか素牛育成対策、

経営対策等真剣に検討されつつあるが、肉用牛とし

ての特質を生かして、今

度増大する食肉需要に

対処してゆくためには、

無策の策といわれた和

牛ではあるが、肉用牛に

割り切った新しい感覚

で対策を練る必要があ

ろう。 

 豚はランドレースが

順調に増殖し４千頭近

くになっている。11 月

には豊橋市で開催された全日本豚共進会に種豚４頭、

肉豚２頭が出品されたが、初出品にもかかわらずヨ

ーク２頭が二等賞になったことは、後進県たる本県

養豚界に大いに望みをかけられることである。 

 食肉については、昨年に続いて枝肉の県外市場開

拓に努めた結果、本年は新たに大阪は阪神デパート、

東京では日山商会に出荷し、また豚枝肉は福岡に出

荷されている。 

 外国びなの輸入が昨年に続いて増加し、既に十万

羽のひなが県内に導入されている。その売行きはよ

いようであるが、日本びなとの性能の比較調査も行

なわれている。日本びなもいろいろの長所をもって

いるのであるから、これを伸して特色あるものとし

て進んで貰いたい。本年は養鶏加工連のブロイラー

処理加工施設と鶏舎が整備されることになったが、

ブロイラーの健全な発達に資することになろう。 

 草地については、蒜山大規模草地が本年度で完了

するが、新たに本年度から苫田地域の大規模草地調

査が行なわれ、41 年をめざして準備中である。８月

には蒜山で全国草地学会大会が行なわれたが、400

人の人員が参集し誠に盛会であった。草地農業は新

しいものだけに、行政的にも解決しなければならな

いことが多い。今日まで畜産の拡大が輸入飼料の増

加によって行なわれてきたが、今こそ真剣に飼料自
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給化を考慮しなければならないことを確信する。 

 本年はこれで終ったが、明年は生産から消費に至

る一環体制を確立するため、畜産主産地事業を推進

し、自立経営農家育成に努めたいと考えている。 


